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研究成果の概要（和文）：本研究では、特定の事象に関連して生じる脳電位である事象関連電位
(ERP)の測定によって、敬語理解の脳内メカニズムを解明することを目指した。日本語学習者の
データを解釈する際の基準となる日本語母語話者を対象とした実験では、主に以下の 3 点が明
らかになった。(1)敬語処理においては人間関係理解を含む語彙・意味的な制約に基づく高次処
理が行われていると考えられる。(2)ERPの頭皮上分布と振幅は尊敬語と謙譲語間でかなり異な
っており、敬語種によって処理内容が異なることが窺われる。(3)高正答率群と低正答率群を比
較すると、謙譲語での ERP の出現の仕方が明らかに異なっており、敬語規則の個人差が示唆さ
れる。 
 

研究成果の概要（英文）：In order to examine the mechanism of Japanese honorification 
comprehension, we investigated event-related potential (ERP) components elicited by 
Japanese honorific expression. The results of Japanese native speakers as a control group 
indicated the followings. (1) The process of Japanese honorification includes not only 
linguistic but also non-verbal processes concerning human relationship. (2) The 
difference of the scalp distribution between the exalted and the humble expressions 
suggests that the process of Japanese honorification differs depending on the type of 
honorific expression. (3) The difference of mean correct answers rate between higher and 
lower correct rate groups concerning the humble ungrammatical sentences showed the 
individual differences among Japanese native speakers.  
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１．研究開始当初の背景 
外国人が日本語を学習する際に最も難し

いと言われているのが、敬語である。そして、
日本国内で生活する以上、外国人といえども
避けては通れないのも敬語である。特に商業
敬語が簡素化される気配が全くない日本社

会の現状に鑑みると、敬語を早期に効果的に
習得することが、日本語学習者には求められ
ていると言えるであろう。 
研究代表者の宮岡はこれまで、日本語学習

者に対する効果的な敬語教育の方法を確立
するために、特に日本語学習者の中でも割合
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の高い中国語母語話者と韓国語母語話者を
対象に、一連の研究を行ってきた。その結果、
以下のような主な知見が得られた。 

・日本語能力が上級レベルでは、韓国語を
母語とする日本語学習者と中国語を母
語とする日本語学習者の間で、敬語の習
得に有意な違いはみられない。 

・中国語系日本語学習者は、第三者に対し
て謙譲語を用いることが苦手である。 

・中国語系日本語学習者の謙譲語の習得は、
日本語能力が中級以上になってから進
む。 

さらに、日本語母語話者を対象とした敬語
の聴覚提示による反応時間測定実験におい
て、一般的に難しいと考えられている謙譲語
のほうが、尊敬語よりも正誤判断に要する反
応時間が短いという結果を得た。これは、従
来の敬語研究における認識とは異なったも
のであり、これまでの研究アプローチでは敬
語理解過程の解明に限界があることを示し
ている。 
以上のことから、日本語学習者に対するよ

り効果的な敬語教育を考える上では、最終的
には学習者の脳内における敬語理解のメカ
ニズムを踏まえた上で、適切な方法を検討す
るのが最善の策であると考えられる。 
 

２．研究の目的 
本研究では、脳波測定という、敬語研究お

よび日本語学習者の敬語習得研究の分野で
はこれまで用いられてこなかった方法を導
入することによって、日本語学習者の敬語理
解過程を解明することを目的とした。特に、
日本語と同様に敬意表現のために特化した
言語形式を持つ韓国語と、持たない中国語を
母語とする日本語学習者に対象を絞って脳
波および反応時間測定実験を行い、それらを
比較検討することによって日本語学習者の
敬語理解過程を解明することを企図した。 
 

３．研究の方法 
敬語理解の脳内メカニズムを解明するた

め、本研究では特定の事象に関連して生じる
脳電位である事象関連電位を測定した。当初
計画していた反応時間測定実験は、正答率や
事象関連電位などの他の指標で代替できる
ことが予測されたため、実施しなかった。 
日本語母語話者の文処理に関するこれま

での研究では、統語的な処理については潜時
約 600ミリ秒の陽性電位(P600)が、また、意
味的な処理については潜時約 400ミリ秒の陰
性電位(N400)が惹起されることが報告され
ている(Kutas, 1980; Osterhout & Holcomb, 
1992)。本研究において仮に事象関連電位の
N400が観察されれば、敬語選択を司る制約は
語彙・意味的で、P600であれば統語的である
ことが示され、敬語習得研究に神経科学的な

基盤が得られることが期待できる。 
本研究ではまず、日本語学習者のデータを

検討する際の基準となる日本語母語話者の
データを採取するべく、脳波測定実験を行っ
た。 

 
(1) 実験：敬語処理が惹起する事象関連電位

の測定 
①材料 
日本語の敬語は、敬語語彙が呼応する対象

に関して、以下の 2種に大別される。 
1. 尊敬語： 敬語が敬意の対象に呼応する 

   例: 先生が意見を私におっしゃいまし
た。 

2. 謙譲語： 敬語が話者(と敬意の対象)に
呼応する 

例: 私が意見を先生に申し上げました。 
本研究では、これら 2種の敬語について各

160 文を作成した。また、敬語種差異の検討
に当たり、語順の効果が交絡する事を避ける
ため、2 通りの語順を用意した（基本語順・
かき混ぜ語順）。実験文 320 文を語順と文法
性についてカウンターバランスした後、フィ
ラー文 40文を加え、計 360文をランダム化、
4 ブロックに分割した。実験文の例を表１に
示す。 

  
(2) 手続きと脳波の記録・解析 
日本語を母語とする大学生および大学院

生 20 名(左利き３名)が実験に参加した。実
験文は実験参加者自身のマウス操作によっ
て文節毎に視覚提示され(SOA: 800ms, ISI: 
100ms)、参加者は 1文読み終わるごとに文法
性の正誤をボタン操作によって判断した。行
動データとして正答率を、生理データとして
脳波を記録した。脳波計測については、10/20
法に準じた 21チャンネルを頭皮上に設置し、
参照電極は両耳朶とした。オフラインで
0.1Hz-30Hzの帯域フィルタをかけた後，ベー
スライン補正を-200 - 0msで行い、眼球運動
を基準にアーチファクトを除去、文節毎に加
算平均した。 
 
(3) 結果 
①正答率 
実験参加者全体の正答率を図 1 に示した。

正文では尊敬語と謙譲語間に差は無かった

基本  先生は 昨日 私の絵を ご覧になりました。

かき混ぜ  私の絵を 昨日 先生は ご覧になりました。

基本  私は 昨日 先生の絵を ご覧になりました。

かき混ぜ  先生の絵を 昨日 私は ご覧になりました。

基本  私は 昨日 先生の絵を 拝見しました。

かき混ぜ  先生の絵を 昨日 私は 拝見しました。

基本  先生は 昨日 私の絵を 拝見しました。

かき混ぜ  私の絵を 昨日 先生は 拝見しました。

表１. 実験文の例
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が、非文では謙譲語文の正答率が尊敬語文よ

り有意に低かった。 
 
②文末文節での ERP 
 謙譲語非文に対する文法性判断において、
実験参加者の間で正答率に差が見られた。そ
こで、謙譲語非文の正答率が 75%を超えた 10
名を「高正答率群」、75%以下の 10名を「低
正答率群」として、実験文の文末文節(敬語
動詞を含む文節)での ERPについて以降の分
析を行った。 
 
1. 代表的な電極における正文と非文の ERP
波形 
尊敬語と謙譲語の処理について、代表的な

9 つの電極で観察された ERP 波形を、高正答
率群と低正答率群の 2つの参加者群に分けて、
図 2-1、図 2-2、図 2-3、図 2-4に示した。す
べての電極について潜時ごとに t値を計算し、
有意水準5%両側検定で有意なERPが惹起され
ている潜時帯を特定した。図 2-1、図 2-2、
図 2-3、図 2-4 の楕円で囲った部分は、連続
して、または断続的に有意な ERPが観察され
た潜時帯である。 
 
1.1 高正答率群の尊敬語の処理に対する ERP
波形 (図 2-1参照) 

 
電極 T8の潜時 384-407ms、Pzの 324-391ms、

P8 の 316-395ms、420-451ms において、有意

な陰性電位が観察された。これらの陰性電位
は N400だと考えられる。また、電極 P7の潜
時 696-959ms、980-995ms、Pz の 760-775ms、
800-891ms、904-947ms、P8 の 696-775ms、
808-847ms、924-931msにおいて陽性電位が観
察されたが、若干遅く、また効果が長く続い
ているため、P600とは異なる陽性電位である
と思われる。 
 
1.2. 高正答率群の謙譲語の処理に対する
ERP波形 (図 2-2参照) 

  
広範囲にわたって N400 と見られる有意な

陰性電位が観察された。電極 F7 では潜時
344-375msと 392-407msで、T7では 332-415ms、
Cz では 328-411ms、 448-555ms、 P7 では
380-419msにおいてN400と見られる陰性電位
が観察された。また、電極Fzの潜時228-251ms
と 288-559ms、F8の 228-231msと 340-367ms、
T8の348-367ms、P8の 484-511msと 524-543ms
において有意な陰性電位が惹起された。有意
な陽性電位は観察されなかった。 
 
1.3. 低正答率群の尊敬語の処理に対する
ERP波形 (図 2-3参照) 
 N400 と見られる有意な陰性電位が惹起さ
れたのは、電極 Pzの 304-319msと 444-467ms、
P8の 336-351ms、372-399ms、444-475ms、T8
の 332-355ms、376-399ms、412-451msであっ
た。F8 でも有意な陰性電位が観察されたが、
384-387ms という非常に短い潜時帯であった。
また、 F7 では 284-299ms、 472-479ms、
620-631ms、760-895msという長い時間にわた
って断続的に有意な陽性電位が観察された。
陽性電位は、T7 の 744-751ms、764-779ms、
812-843msにおいても惹起されたが、P600と
は考えにくい。 
 
 



 

 

 
1.4. 低正答率群の謙譲語の処理に対する
ERP波形 (図 2-4参照) 
 有意な陰性および陽性電位が観察された
が、いずれも N400または P600であるとは断
定しがたい電位であった。電極 Fz では、
176-183ms、212-371ms、396-447ms、512-527ms、
704-711ms、724-759ms、780-799ms、820-831ms、
860-875ms において、長時間にわたって陰性
電位が断続的に惹起された。同様に、T7でも
168msから 863msまでの間、P7では 196msか
ら 855msまでの間、断続的に陰性電位が出現
した。Czでは若干短く、224-455ms、728-791ms、
820-831ms の間、有意な陰性電位が観察され
た。このうち、224-455msのものについては、
N400 である可能性もある。また、Pz では
328-347ms と 744-755ms で陰性電位が観察さ
れたが、前半部分のものについては N400 と
も考えられる。 
 

 
2. ERPについての考察 
 実験参加者全体を通して見ると、敬語非文
は N400 を惹起しているが、謙譲語よりも尊
敬語について陽性成分が多く見つかるので、
尊敬語と謙譲語とでは敬語処理の脳内機序
が異なることが示唆された。正答率の高低２
群で比較すると、尊敬語では N400 の分布に
大きな差はないが、謙譲語では高正答率群の
方が低正答率群より明確な N400 が広範囲に
わたって惹起されていた。これは、謙譲語の
非文の正答率に実験参加者間で差があった
ことと関連があるものと思われる。また、頭
皮上の分布では、尊敬語は右後頭部、謙譲語
は左側頭部に有意な陰性電位が観察された
と言えるであろう。 
 
3. 考察:敬語規則の出自と敬語種差、個人差 
本研究では、意味処理に典型的な N400 が

惹起された。英語の主語と述語動詞の不一致
については、左前頭部に潜時約 400msの陰性
波(left anterior negativity, LAN)が観察
されている(Coulson, King & Kutas, 1998)。
本研究で行った実験では、敬語表現が表面的
には主述の不一致でありながら N400 が現れ
ていることから、日本語の敬語については人
間関係理解を含む語彙・意味的な制約に基づ
く高次処理が行われていると考えられる。ま
た、ERP の頭皮上分布と振幅は尊敬語と謙譲
語間でかなり異なっており、敬語種によって
処理内容が異なることが窺われる。さらに、
高正答率群と低正答率群を比較すると、謙譲
語での N400 の出現の仕方が明らかに異なっ
ており、敬語規則の個人差が示唆される。こ
れは、母語の制約であっても個人差があると
いう日本語敬語の特徴を神経科学的に指摘
した点で、Momo, Sakai & Sakai (2008)、Inoue 
& Osterhout (2005)の主張と一致する。 
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４．研究成果 
本研究では、主に以下の３点が明らかにな

った。 
(1) 日本語母語話者の敬語処理について

は、人間関係理解を含む語彙・意味的
な制約に基づく高次処理が行われてい
ると考えられる。 

(2) ERP の頭皮上分布と振幅は尊敬語と
謙譲語間でかなり異なっており、敬語
種によって処理内容が異なることが窺
われる。 

(3) 高正答率群と低正答率群を比較する
と、謙譲語での N400の出現の仕方が明
らかに異なっており、敬語規則の個人
差が示唆される。 

 これらの日本語母語話者に関する結果を
踏まえて、2013年 3月末現在、中国語母語話
者および韓国語母語話者を対象とした実験
を続行中である。本研究によって敬語習得研
究に神経科学的な基盤が得られ、日本語学習
者に対する効果的な敬語教育の方法を検討
することができるであろう。 
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